
一

〈
解
題
〉

　

こ
こ
に
訳
出
す
る
『
熙
朝
楽
事
』
は
、
明
代
嘉
靖
年
間
の
田
汝
成
の
編
著
で
、
明
代
の
杭
州
に
お
け
る
年
中
行
事
を
記
述
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
元
来
、
同
人
に
よ
る
『
西
湖
遊
覧
志
余
』
全
二
十
六
巻
（
以
下
、『
志
余
』）
の
内
、
第
二
十
巻
に
相
当
す
る
。

　

著
者
の
田
汝
成
は
銭
塘
の
人
で
字
は
叔
禾
、
生
没
年
不
詳
な
る
も
嘉
靖
五
年
（
一
五
二
六
）
の
進
士
で
あ
る
。
著
作
に
『
田
叔
禾
集
』

十
二
巻
の
他
、
嘉
靖
二
十
六
年
（
一
五
四
七
）
自
序
の
『
西
湖
遊
覧
志
』
全
二
十
四
巻
（
以
下
、『
遊
覧
志
』）
な
ど
が
あ
る
。『
遊
覧
志
』

及
び
『
志
余
』
は
、
前
者
が
杭
州
と
そ
れ
に
隣
接
す
る
西
湖
の
風
物
を
詳
細
に
列
記
し
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
杭
州
と
西

湖
に
関
す
る
故
事
・
逸
事
を
分
類
詳
記
し
た
も
の
で
、
両
者
相
俟
っ
て
、
中
国
有
数
の
景
勝
地
で
あ
る
杭
州
と
西
湖
を
詳
細
に
知
る
こ

と
が
で
き
る
（
い
ず
れ
も
上
海
古
籍
出
版
社
よ
り
活
字
版
刊
行
）。

　

今
回
、
訳
出
の
底
本
と
し
た
の
は
、「
安
永
壬
辰
十
二
月
、
東
都
書
肆
、
江
戸
浅
草
茅
町
二
町
目
、
須
原
屋
伊
八
」
の
刊
記
の
あ
る
、

安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
刊
の
和
刻
本
で
あ
る
（『
和
刻
本
漢
籍
随
筆
集
』
一
一
巻
所
収
、
一
九
八
六
年
古
典
研
究
会
刊
）。
そ
の
本
文

明
代
杭
州
の
年
中
行
事

―
田
汝
成『
熙
朝
楽
事
』
訳
注

―

湯　

谷　

祐　

三
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二

は
、
原
文
に
訓
点
と
振
仮
名
を
施
し
て
お
り
、
そ
の
訓
読
者
に
つ
い
て
、
本
文
冒
頭
に
「
尾
張
大
澤
弘
訳
」、
扉
に
は
「
大
澤
南
康
先
生

訳
」
と
あ
る
。
ま
た
、
巻
頭
に
南
宮
大
湫
（
一
七
二
八
～
一
七
七
八
）
に
よ
る
明
和
壬
辰
（
安
永
元
年
、
一
七
七
二
）
の
以
下
の
序
文

が
あ
る
。

　
　

�

題
熙
朝
楽
事
首
、
子
毅
於
学
精
勤
人
、
十
已
百
之
余
蓄
書
数
篇
、
皆
所
手
写
也
。
嘗
投
熙
朝
楽
事
一
本
示
余
、
且
請
題
一
言
焉
。
余

咲
曰
、
子
令
沐
昭
代
文
明
之
化
、
因
及
校
此
書
、
固
雖
於
子
土
苴
乎
、
足
以
知
華
俗
、
則
反
為
我
熙
朝
楽
事
已
書
名
不
亦
有
趣
乎
。

於
是
乎
書
。
明
和
壬
辰
之
初
夏
、
自
書
于
牛
草
橋
南
積
翠
楼
、
南
宮
岳
。

　

こ
れ
ら
を
勘
案
す
る
と
、
大
澤
弘
は
尾
張
の
人
で
、
字
は
子
毅
、
南
康
先
生
と
呼
ば
れ
、
多
く
の
本
を
自
ら
書
写
し
て
蓄
え
て
お
り
、

『
熙
朝
楽
事
』
を
南
宮
大
叔
に
示
し
て
序
を
請
う
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
大
澤
に
つ
い
て
は
そ
れ
以
上
知
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

　

大
澤
の
付
し
た
片
仮
名
の
振
仮
名
は
本
文
の
理
解
を
大
い
に
助
け
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
訳
で
は
そ
れ
ら
を
す
べ
て
訳
文
に
収
め

た
。
一
部
平
仮
名
の
振
仮
名
は
訳
者
に
お
い
て
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
和
刻
本
の
本
文
に
は
、『
志
余
』
の
本
文
を
一
部
省
略
し

た
部
分
が
あ
る
が
（
正
月
十
五
日
条
と
二
月
一
日
条
、
及
び
除
夕
条
以
下
）、
今
回
の
訳
出
で
は
和
刻
本
の
ま
ま
と
し
た
。
ま
た
、
和
刻

本
の
不
審
箇
所
に
つ
い
て
は
、『
志
余
』
を
参
照
し
て
訂
し
た
。

　
『
熙
朝
楽
事
』
は
短
編
な
る
も
よ
く
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
明
代
杭
州
の
年
中
行
事
を
概
観
す
る
に
は
至
便
の
書
で
あ
る
。
後
注
を
施
す

に
際
し
て
は
、
本
文
の
理
解
に
資
す
る
宋
代
以
降
の
年
中
行
事
書
、
即
ち
、
北
宋

京
（
現
開
封
）
の
繁
栄
を
描
い
た
孟
元
老
編
『
東

京
夢
華
録
』（
巻
六
か
ら
巻
十
が
年
中
行
事
、
入
矢
義
高
・
梅
原
郁
両
氏
訳
注
、
一
九
八
三
年
岩
波
書
店
刊
、
後
に
一
九
九
六
年
平
凡
社

刊
東
洋
文
庫
五
九
八
所
収
）、
南
宋
臨
安
（
現
杭
州
）
の
繁
栄
を
描
い
た
呉
自
牧
編
『
夢
粱
録
』（
巻
一
か
ら
巻
六
が
年
中
行
事
、
梅
原
郁

氏
訳
注
、
二
〇
〇
〇
年
平
凡
社
刊
東
洋
文
庫
六
七
四
所
収
）、
清
代
蘇
州
の
年
中
行
事
書
で
あ
る
顧
禄
編
『
清
嘉
録
』（
中
村
喬
氏
訳
注
、
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三

一
九
八
八
年
平
凡
社
刊
東
洋
文
庫
四
九
一
所
収
）
な
ど
を
主
に
参
照
し
た
。

　

さ
ら
に
近
年
、
明
代
西
湖
の
文
物
を
描
い
た
張
岱
編
『
西
湖
夢
尋
』
が
訳
出
さ
れ
（
佐
野
公
治
氏
訳
注
、
二
〇
一
五
年
平
凡
社
刊
東

洋
文
庫
八
六
一
所
収
）、
筆
者
も
ま
た
、
明
代
西
湖
の
風
物
を
味
わ
っ
た
高
濂
に
よ
る
『
四
時
幽
賞
』
和
刻
本
の
訳
出
を
試
み
た
（
本
誌

四
七
号
～
四
八
号
、
二
〇
一
四
年
～
二
〇
一
五
年
）。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
明
代
の
西
湖
や
杭
州
の
風
物
習
俗
を
多
角
的
に
知
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
今
回
の
『
熙
朝
楽
事
』
の
訳
出
も
そ
の
一
環
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

〈
目
次
〉

１
【
正
月
一
日
】―
元
旦
の
行
事
、
２
【
立
春
】―
戯
曲
と
春
牛
、
３
【
正
月
十
五
日
】―
上
元
節
の
灯
篭
、
４
【
二
月
一
日
・
二
日
】―

中
和
節
、
５
【
二
月
十
五
日
・
十
九
日
】―
花
朝
節
と
観
音
会
、
６
【
三
月
三
日
】―
北
極
佑
聖
真
君
の
誕
生
日
、
７
【
清
明
】―
清
明

節
、
８
【
三
月
二
十
八
日
】―
東
岳
斉
天
聖
帝
の
誕
生
日
、
９
【
立
夏
】―
新
茶
を
煮
る
、
10
【
四
月
八
日
】―
釈
迦
仏
の
誕
生
日
、
11

【
端
午
】―
天
中
節
、
12
【
六
月
六
日
】―
避
暑
、
13
【
立
秋
】―
立
秋
の
行
事
、
14
【
七
月
七
日
】―
乞
巧
、
15
【
七
月
十
五
日
】―
中
元

節
、
16
【
八
月
十
五
日
】―
中
秋
、
17
【
観
潮
】―
銭
塘
江
の
観
潮
、
18
【
九
月
九
日
】―
重
陽
、
19
【
霜
降
】―
霜
降
の
行
事
、
20
【
十

月
一
日
・
立
冬
】―
墓
参
・
臈
八
・
下
元
節
、
21
【
冬
至
】―
冬
至
の
行
事
、
22
【
十
二
月
二
十
四
日
】―
交
年
の
行
事
、
23
【
除
夕
】―

除
夜
の
行
事
。

〈
本
文
〉

煕
朝
楽
事　
　

明
銭
塘
田
汝
成
著
・
日
本
尾
張
大
澤
弘
訳

１
【
正
月
一
日
】*1

　

正
月
朔
日
、
官ヤ
ク
ヤ
シ
キ府
で
は
宮
城
を
遠
望
し
て
遙
拝
す
る
。
礼ギ
シ
キ

が
お
わ
る
と
す
ぐ
に
盛
装
し
て
衛ヤ
ク
シ
ヨ門
に
出
仕
す
る
。
そ
の
行
き
来
に
は
、
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四

互
い
に
慶
賀
の
こ
と
ば
を
交
わ
す
。
民
間
で
は
、
奠
ソ
ナ
ヘ
モ
ノ

を
祠カ
ミ
タ
ナ堂
に
設
け
、
次
に
家ト
シ
ヨ
リ長
を
拝
す
る
。
椒サ
ン
セ
ウ栢
の
酒
を
つ
く
っ
て
、
親イ
チ
モ
ン戚
や

隣ト
コ
ロ
ノ
モ
ノ里

を
も
て
な
す
。
春
餅
を
上
供
と
す
る
。
栗ク
リ
ノ
ス
ミ炭

を
堂イ
エ
ノ
ウ
チ中

に
爇タ

く
。
こ
れ
を
「
玥げ
っ

相そ
う

」
と
い
う
。
青
龍
（
の
絵
）
を
左ヒ
カ
シ
カ
ベ壁

に
貼
る
。

こ
れ
を
「
行
春
」
と
い
う
。
芝コ
マ
ノ
カ
ラ

麻
梗
を
薝ノ

頭キ

に
挿
む
。
こ
れ
を
「
節
節
高
」
と
い
う
。
栢
枝
を
柿エ
ダ
ガ
キ餅

に
簽ツ

け
、
大
橘
で
こ
れ
を
承
け
る
。

こ
れ
を「
百栢

事枝

大大

吉吉

」と
い
う
。
こ
の
日
よ
り
、
少ワ
カ
キ年

游ヒ
ト
〳冶〵

は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
へ
と
か
け
ま
わ
り
、
呼
び
合
い
追
い
か
け
あ
っ
て
、
こ
こ

ろ
の
ま
ま
に
す
ご
す
。
歌コ
ウ
タ吹
を
演ケ
イ
コ習
し
た
り
、
投タ
マ

璚ウ
チ

・
買カ
ケ
モ
ノ快
・
闘タ
マ
ウ
チ丸
・
翻カ
ル
タ牌
・
成バ
ク
チ賭
・
舞ホ
ウ
ツ
カ
イ棍
・
踢ケ
マ
リ毬
・
唱ウ
キ
ヨ
ハ
ナ
シ説
・
平モ
ノ
カ
タ
リ話
な
ど
を
し
て
、

昼
夜
を
論
じ
な
い
。
こ
れ
を
「
放
魂
」
と
い
う
。
十
八
日
に
な
り
、
灯
火
を
収
め
た
あ
と
、
学シ
ヨ
セ
イ子
は
書
物
を
考
究
し
、
工シ
ヨ
ク

人
は
肆
サ
イ
ク
バ

に

帰
り
、
農
民
や
商
人
は
お
の
お
の
そ
の
業ワ
サ

を
行
う
。
こ
れ
を
「
収
魂
」
と
い
う
。

２
【
立
春
】*2

　

立
春
の
儀
式
は
、
附ソ
ト
ク
ル
ハ郭
の
両
県
が
輸ト
シ
カ
ハ
リ年
に
逓タ
カ
イ

に
担
当
す
る
。
仁
和
県
の
仙
林
寺
、
銭
塘
県
の
霊
芝
寺
で
あ
る
。
前マ
エ
ビ
ロ期
十
日
に
、

県マ
チ
フ
ギ
ヤ
ウ官
は
坊マ
チ
ト
シ
ヨ
リ甲
に
役
を
当
て
て
、
什ト
ウ
ク物
を
調
べ
と
と
の
え
、
優キ
ウ
ゲ
ン
シ人
・
戯ヤ
ラ
ウ子
・
小
妓
を
す
ぐ
り
集
め
さ
せ
る
。
そ
し
て
社ウ
ヂ
コ
ナ
カ
マ夥
を
扮
装

さ
せ
て
、
昭
君
出
塞
・
学
士
登キ
ウ
タ
イ瀛

・
張
仙
打
弾
・
西
施
採
蓮
の
た
ぐ
い
を
演
じ
、
色
々
の
変ヤ
ツ
シ
ス
カ
タ態

で
巧
み
を
競
い
、
華
を
争
う
。
こ
の

教ケ
イ
コ習

を
数
日
す
る
こ
と
を
「
演
春
」
と
い
う
。
そ
の
当
日
に
な
る
と
、
郡タ
イ
ク
ワ
ン守

は
僚シ
タ
ヤ
ク属

を
引
き
連
れ
て
、
前
列
の
社
夥
を
迎
え
、
殿ア
ト

に
続

く
春ツ
チ
ノ
ウ
シ牛

を
、
男
女
が
自
由
に
見
物
し
て
市マ
チ
コ
ウ
ジ街

の
道
々
が
ふ
さ
が
る
。（
彼
ら
は
）
麦ム
キ

・
米コ
メ

・
豆マ
メ

を
春
牛
に
投
げ
つ
け
る
。
そ
の
優キ
ヤ
ウ
ケ
ン
シ人

の
長ザ
モ
ト

は
、
仮
に
冠
と
帯
を
つ
け
て
官
吏
の
礼
装
を
し
、
驢
馬
に
騎
乗
し
て
、
家
来
が
こ
れ
を
囲
ん
で
随
従
す
る
。
こ
れ
を
「
街
道
士
」

と
い
う
。
官ヤ
ク
シ
ヨ府
や
豪レ
キ
〳門〵
の
前
を
過
ぎ
る
と
き
に
、お
の
お
の
に
賛ホ
メ
コ
ト
ハ揚
の
致セ
リ
フ語
が
あ
り
、
利
マ
チ
ハ
ン
シ
ヤ
ウ
市
を
祈
る
。
襤ツ
ヽ
レ
キ
タ
ル褸
猥ワ
ヤ
ク
モ
ノ漢
が
そ
の
節キ
ヤ
ウ
レ
ツ級

の
邪
魔
を
し
た
り
す
る
と
、
褫ハ
タ
カ

に
し
て
こ
れ
を
杖ウ

つ
。
ま
た
、
謔サ
レ
コ
ト浪

や
判ヒ
ヤ
ウ
ハ
ン語

が
あ
る
が
、
あ
え
て
取
り
合
わ
な
い
。
府
中
に
至
り
挙サ
カ
モ
リ燕

し
て
、
牛
を
鞭
打
っ
て
こ
れ
を
砕
く
。
そ
し
て
彩
色
さ
れ
た
鞭
と
土
牛
と
を
上ウ
ワ
ヤ
ク官

や
郷レ
キ
〳達〵

に
分
か
ち
送
る
。
民
間
の
婦
女
は
お
の
お
の

春イ
ト
ハ
タ旙
・
春イ
ト
ハ
ナ勝
・
鏤キ
ン
シ金
・
簇
綵
で
燕
や
蝶
の
類
を
つ
く
り
親イ
チ
モ
ン戚
に
贈
る
。
こ
れ
を
釵
カ
ウ
カ
イ
ノ
ハ
シ
頭
に
結
い
付
け
て
酒
を
飲
む
。
縷イ
ト
キ
リ切
・
粉ウ
ド
ン
皮
雑
や
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五

七ナ
ヽ
シ
ナ種
の
生ワ
カ
ナ菜
を
筵
サ
カ
モ
リ
ノ
セ
キ
間
に
供
え
る
。
け
だ
し
、
昔
の
人
が
行
っ
た
と
い
う
辛
盤
の
遺カ
タ意
で
あ
ろ
う
。

３
【
正
月
十
五
日
】*3

　

正
月
十
五
日
は
上
元
節
で
あ
る
。
そ
の
前
後
に
五
夜
に
わ
た
り
灯
篭
が
つ
ら
れ
る
。
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
宋
代
に
は
た

だ
三
夜
で
あ
っ
た
が
、
出
資
者
（
銭
主
）
が
産
物
を
納
め
、
資
金
を
提
供
し
て
（
灯
篭
を
）
買
い
と
と
の
え
、
二
夜
を
追
加
し
た
と
い

う
。
こ
れ
に
先
だ
っ
て
、
十
二
月
か
ら
立
春
の
前
に
か
け
て
、
寿
安
坊
か
ら
衆
安
橋
に
か
け
て
（
市
が
開
か
れ
）
こ
れ
を
「
灯ト
ウ
ロ
ウ
イ
チ市
」
と

い
う
。
各
イ
ロ
〳
〵
ノ
ミ
コ
ト
ナ
ト
ウ
ロ
ウ

色
華
灯
が
売
ら
れ
る
。
人
物
を
象
っ
て
い
る
も
の
は
、
老
子
と
美
人
、
鍾
馗
が
鬼
を
捕
ら
え
る
、
月
明
仙
人
が
妓
女
を

教
化
す
る
、
劉
海
仙
人
が
蟾
と
戯
れ
る
、
な
ど
の
た
ぐ
い
で
あ
る
。
花
や
草
な
ら
ば
、
梔
子
・
葡
萄
・
楊
桃
・
柿
・
橘
の
た
ぐ
い
で
あ

る
。
禽
獣
や
虫
な
ら
、
鹿
・
鶴
・
魚
・
蝦
、
走
る
馬
な
ど
で
あ
る
。
奇
ア
ヤ
シ
キ
サ
イ
ク

巧
と
し
て
は
、
瑠ル
リ
ノ
テ
マ
リ

璃
毬
・
雲キ
ラ
ノ
ヒ
ヤ
ウ
フ

花
屏
・
水
晶
簾ス
タ
レ

・
満マ
ガ
ン眼

羅
・

玻タ
マ
ノ
ク
ワ
ヒ
ン

璃
瓶
の
た
ぐ
い
で
あ
る
。
豪レ
キ
〳家〵
の
富カ
ネ
モ
チ室
に
は
、
料ヨ
キ
イ
ト綵
・
魚ウ
ヲ

●タ
マ

・
綵イ
ト
タ
マ珠
・
明サ
イ
カ
ク
ト
ウ
ロ
ウ

角
褸
・
画モ
メ
ン
羊
皮
・
流ケ
マ
ニ
ム
ス
ヒ

蘇
宝
帯
な
ど
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の

品
目
は
年
ご
と
に
異
な
る
か
ら
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
好
事
家
は
蔵ヲ
リ
ク頭
の
詩
句
を
（
灯
篭
に
）
書
き
付
け
、
人
が
商ハ
カ
リ
ア
テ
ル揣
に
任
せ
る
。

こ
れ
を
「
猜
ア
テ
モ
ノ
ト
ウ
ロ
ウ

灯
」
と
い
う
。
あ
る
い
は
神
廟
に
祭ア
ケ
モ
ノ賽

を
す
る
。
神
祠
社
に
は
夥
し
く
、
鰲ホ
ウ
ラ
イ
サ
ン山

・
台ヤ
タ
イ閣

・
戯ア
ヤ
ツ
リ劇

・
滚
カ
ゲ
エ
マ
ワ
シ灯

・
煙ハ
ナ
ビ火

な

ど
が
出
て
、
通ト
ヲ
リ
ス
チ衢

・
委ヨ
コ
マ
チ巷

を
問
わ
ず
、
星
を
ち
り
ば
め
、
珠
を
懸
け
た
よ
う
に
連
な
り
、
そ
の
明
る
い
こ
と
は
昼
間
の
よ
う
で
あ
る
。

徹ヨ
モ
ス
ガ
ラ旦

喧
噪
を
き
わ
め
る
。
食
べ
物
に
は
、
糖サ
ト
ウ
モ
チ粽

・
粉ダ
ン
コ団

・
荷レ
ン
コ
ン梗

・
孛ク
ロ
ク
ワ
イ婁

・
瓜ウ
リ子

・
諸シ
ナ
〳品〵

の
果ク
ダ
モ
ノ蔬

が
あ
る
。
灯
篭
を
か
か
げ
、
交ア
キ
ナ
ヒ易

で

は
銀
銭
の
真ホ
ン
テ
ニ
セ偽
を
識
別
し
て
繊ス
コ
シ
モ毫
だ
ま
さ
れ
な
い
。
家
々
の
婦
女
は
、
帚
姑
・
針
姑
・
葦
姑
・
筲
箕
姑
な
ど
を
招
き
、
一
年
の
吉
凶
を

占
っ
て
も
ら
う
。
郷サ
イ
ゴ
ウ間
で
は
新カ
イ
コ
イ
ノ
リ蚕
の
祭
り
が
あ
る
。
世
間
の
人
は
、
上
元
を
も
っ
て
天
宦
賜
福
の
日
と
す
る
。
ま
た
、
経
典
を
暗
誦

し
て
持
斎
し
、
葷
酒
を
用
い
な
い
も
の
も
い
る
。
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六

４
【
二
月
一
日
・
二
日
】*4

　

二
月
朔
日
は
唐
宋
代
に
は
こ
れ
を
中
和
節
と
い
っ
た
。
今
は
行
わ
れ
な
い
が
、
民
間
で
は
な
お
、
青
い
嚢
に
五
穀
や
瓜
果
の
種
を
盛

り
入
れ
て
互
い
に
贈
り
あ
う
。
こ
れ
を
「
献
生
子
」
と
い
う
。
こ
の
日
よ
り
城
中
の
子
女
は
、
城
郭
を
出
て
探ノ
ア
ソ
ヒ青

に
出
か
け
、
墓
を
掃

除
し
て
奠
ソ
ナ
エ
モ
ノ

を
設
け
る
も
の
も
い
る
。
西
湖
の
遊ア
ソ
ヒ
フ
ネ舫

の
債フ
ナ
チ
ン價

は
日
増
し
に
上
が
る
。
二
日
に
子
女
は
蓬
の
葉
を
頭
に
い
た
だ
く
。
こ

と
わ
ざ
に
、
蓬
が
開
い
た
と
き
の
先ア
サ
ノ
ツ
ユ日
の
草
を
頭
に
載
せ
る
と
、
春
に
年
を
取
ら
な
い
と
い
う
。

５
【
二
月
十
五
日
・
十
九
日
】*5

　

二
月
十
五
日
は
花
朝
節
で
あ
る
。
け
だ
し
、
花
の
朝
、
月
の
夕
べ
と
世
間
で
は
恒ク
チ
ク
セ言

の
よ
う
に
い
う
。
二
月
・
八
月
の
両
月
は
春
と

秋
の
そ
れ
ぞ
れ
真
ん
中
の
月
で
あ
る
か
ら
、
二
月
の
半
ば
を
「
花
朝
」
と
い
い
、
八
月
の
半
ば
を
「
月
夕
」
と
い
う
。
こ
の
日
は
宋
代

に
は
撲テ
ウ
〳
〵
ウ
チ蝶
の
遊
戯
が
あ
っ
た
が
今
は
行
わ
れ
な
い
。
寺
院
で
は
涅
槃
会
が
開
か
れ
、
孔
雀
経
が
談
義
さ
れ
る
。
拈サ
ン
ケ
イ香
の
も
の
が
群
が

り
集
ま
る
の
は
、
今
に
い
た
っ
て
な
お
そ
の
遺
風
で
あ
る
。
十
九
日
は
上
天
竺
で
観
音
会
が
開
か
れ
る
。
傾マ
ル
ノ
ウ
チ城
や
子
女
は
み
な
参
詣
す

る
。
こ
の
時
に
馬う
ま

塍か
い

や
園
丁
が
競
っ
て
名
花
を
荷ニ
ナ
イ
テ擔

叫ヨ
ヒ
ウ
ル鬻

。
そ
の
音
は
律
呂
に
か
な
っ
て
い
る
。

　

黄
子
常
の
売
花
声
詞
に
云
う
、「
人
は
明
け
方
の
天ミ
ヤ
コ
ノ
マ
チ街

を
行
き
、
色
々
な
花
を
籠
に
入
れ
て
担
う
。
そ
れ
が
箱
に
あ
ふ
れ
、
花
が
浮

き
、
蕊
が
た
だ
よ
う
。
美
し
い
楼
閣
で
は
（
人
が
）
寝
た
り
起
き
た
り
し
て
、
透
き
通
っ
た
水
に
向
か
い
合
っ
て
い
る
。
新
メ
ツ
ラ
シ
キ
フ
シ

腔
を
一

つ
聞
く
た
び
に
起
き
あ
が
る
。
赤
い
よ
、
白
い
よ
と
声
を
張
り
上
げ
る
。
蜂
の
子
に
（
そ
の
声
が
）
届
い
た
か
、
ど
う
か
。（
湖
の
）
東

西
に
分
か
れ
て
、
余
韻
が
や
わ
ら
か
く
残
る
。（
み
な
）
争
っ
て
迎
え
て
（
花
を
）
買
い
、
急
い
で
、
高
く
結
ん
だ
美
し
い
髪
に
挿
し
て

み
る
。
春
の
楽
し
み
を
増
し
、
紛
々
た
る
香
り
が
簾
中
を
満
た
す
。」

　

喬
夢
符
が
こ
れ
に
和
し
て
歌
う
、「
明
け
方
を
待
た
ず
に
園
丁
が
叫
ぶ
、
若
々
し
い
紅
だ
よ
、
あ
だ
な
紫
だ
よ
と
。
工
夫
を
こ
ら
し
て
、

枝
を
調
え
、
蕊
を
連
ね
る
。
歌
を
唄
っ
て
歩
い
た
り
、
立
ち
止
ま
っ
て
は
、
新
鮮
な
水
を
か
け
て
洗
い
流
す
。
香
り
が
風
に
ま
き
上
が
る
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七

に
つ
れ
て
、
町
の
簾
も
巻
き
上
が
る
。
ど
ん
な
に
奥
ま
っ
た
街
路
で
あ
っ
て
も
、（
こ
の
香
り
に
触
れ
て
）
開
か
な
い
門
が
あ
ろ
う
か
。

た
ち
ま
ち
に
人
々
を
目
覚
め
さ
せ
、
春
の
夢
の
美
し
さ
を
求
め
さ
せ
る
。
窓
を
通
し
て
、
あ
る
い
は
楼
閣
を
通
り
抜
け
て
、
な
ん
と
か

こ
れ
を
買
い
求
め
る
。
花
を
（
買
う
の
を
）
惜
し
む
よ
う
な
人
が
ど
こ
に
い
よ
う
か
。」

６
【
三
月
三
日
】*6

　

三
月
三
日
は
、
俗
に
北
極
佑
聖
真
君
の
生タ
ン
シ
ヤ
ウ辰
の
日
と
伝
え
ら
れ
る
。
佑
聖
観
中
で
は
崇マ
ツ
リ醮
事
を
修
し
て
、
子
女
が
参
詣
す
る
。
ま
た

人
家
で
も
お
供
え
物
を
し
て
祀
り
、
水
を
酌
み
花
を
献
じ
る
も
の
も
い
る
。
こ
の
日
、
道
観
で
は「
雀
竿
」の
戯
が
あ
る
。
そ
の
法シ
カ
タ

は
、

長
い
竿
を
庭
に
立
て
る
。
高
さ
は
三
丈
ば
か
り
で
あ
る
。
一
人
が
そ
れ
に
攀ト
リ
ツ
キ縁

て
上
り
、
其サ
ヲ
ノ
ハ
シ顚

で
舞
踏
を
す
る
。
ぐ
る
ぐ
る
回
り
、
上

が
り
下
り
し
、
鷂
子
翻
身
・
金
鶏
独
立
・
鍾
馗
抹
額
・
玉
兎
搗
薬
の
た
ぐ
い
の
芸
を
し
て
、
そ
の
身
体
の
変
化
は
多
様
で
、
見
物
人
は

目メ
ヲ
ミ
ハ瞪
り
心
を
驚
か
し
、
汗
を
流
し
て
背
中
を
濡
ら
す
。
こ
の
技
を
行
う
も
の
は
、
蝶テ
ウ
ノ
ハ
ウ
チ拍
や
鴉カ
ラ
ス
ノ
ト
ブ翻
よ
う
な
蘧ハ
ヤ
ワ
サ
蘧
然
を
し
て
も
泰
然
自

若
と
し
て
い
る
。
こ
の
日
、
男
女
は
●ナ
ツ
ナ花
を
頭
に
つ
け
る
。
こ
と
わ
ざ
に
、

花
を
頭
に
載
せ
る
と
、
桃
李
は
そ
の
繁
華
を
羞
じ
る
と

い
う
。

７
【
清
明
】*7

　

清
明
は
、
冬
至
よ
り
数
え
て
百
五
日
目
が
そ
の
節
日
で
あ
る
。
そ
の
前
の
両
日
は
こ
れ
を「
寒
日
」と
い
う
。
民
間
で
は
柳
を
挿
し
て

簷
を
い
っ
ぱ
い
に
す
る
。
そ
の
青ア
オ
ヤ
カ蒨
な
様
子
は
素
晴
ら
し
い
。
男
女
も
ま
た
こ
れ
を
頭
に
載
せ
る
。
こ
と
わ
ざ
に
、清
明
に
柳
を
頭
に
載

せ
な
い
と
、
紅
ハ
ナ
ノ
カ
ン
ハ
セ

顔
は
皓シ
ラ
カ
ア
タ
マ首

に
な
る
と
い
う
。
こ
の
日
は
城
中
を
挙
げ
て
墓
所
に
登
る
の
で
、南
北
両
山
の
間
で
車
馬
が
●ク
ン

集シ
ユ

す
る
。

酒サ
カ
タ
ル尊

や
食ウ
リ
コ罍

が
山
家
や
村
店
に
置
か
れ
、
享
マ
ツ
リ
ノ

餕
ソ
ナ
ヘ
モ
ノ

が
遊
客
を
迎
え
る
。（
遊
客
は
）
幕
を
張
っ
て
草
を
敷
き
、
舫
を
並
べ
て
波
に
揺

ら
れ
る
。
日
が
暮
れ
て
も
帰
る
こ
と
を
忘
れ
る
。
蘇
堤
を
一
望
す
れ
ば
、
桃
や
柳
の
緑
陰
が
細
や
か
で
、
そ
の
赤
や
緑
が
入
り
混
じ
る
。
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八

走キ
ヨ
ク
ノ
リ索
・
驃ム
マ

騎
・
飛セ
ニ
ナ
ケ銭
・
抛ハ
チ
ナ
ケ鈸
・
踢
ボ
ウ
ツ
カ
ヒ木
・
呑コ
カ
タ
ナ
ノ
ミ刀
・
吐ケ
フ
リ
ハ
キ火
・
躍ケ
フ
リ
ノ
タ
マ圏
・
觔ト
ン
ホ
カ
ヘ
リ斗
・
舞
サ
ン
ホ
ウ
ノ
キ
ヨ
ク
盤
、
及
び
、
色
々
な
鳥
や
虫
の
遊
び
な
ど
が

い
り
乱
れ
、
群
が
り
集
ま
る
。
外マ
ホ
ウ
ツ
カ
ヒ方・

優
ヤ
ク
シ
ヤ

妓マ
イ
コ

な
ど
の
銭
を
求
め
る
も
の
が
、
湖
上
に
も
陸
上
に
も
出
て
い
て
、
接
ア
シ
ヲ
ス
リ
ア
イ
テ

踵
、
承コ
ノ
ミ
シ
ダ
イ応

で
あ
る
。
ま
た
、
香ヨ
キ
チ
ヤ茶

や
細
コ
マ
カ
ナ
ク
ダ
モ
ノ

果
な
ど
の
酒
席
で
求
め
ら
れ
る
も
の
を
買ウ
リ
ア
リ
ク売

趕モ
ノ趁

が
い
る
し
、
綵
イ
ロ
ト
リ
カ
サ
リ

妝
・
傀
ニ
ン
キ
ウ
マ
ワ
シ

儡
・
蓮ハ
ス
ト
リ
フ
ネ船

・

戦イ
ク
サ
ム
マ馬

・
錫セ
ウ
ノ
フ
エ笙

・
鼗フ
リ
ツ
ヽ
ミ鼓

・
瑣コ
マ
カ
ナ砕

戯モ
テ
ア
ソ
ヒ具

な
ど
で
児
童
の
気
持
ち
を
く
す
ぐ
る
も
の
も
、
在ト
コ
ロ
〳在〵

で
市
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
夜
、
民
家
で

は
「
清
明
嫁
九
娘
、
一
去
不
還
郷
」（
清
明
節
に
九
女
が
嫁
い
だ
。
い
っ
た
ん
嫁
い
だ
ら
決
し
て
実
家
に
戻
ら
な
い
）（
と
書
か
れ
た
お

札
）
を
、
柱
や
壁
の
間
に
貼
り
付
け
る
。
何
故
か
と
い
う
と
、
こ
う
す
れ
ば
、
夏
に
虫
が
撲ア
カ
リ
ヲ
ウ
ツ灯
と
い
う
煩
わ
し
さ
が
な
く
な
る
と
い

う
。
僧
侶
や
道
士
は
楊
桐
の
葉
を
と
っ
て
飯
を
染
め
る
。
こ
れ
を
「
青
精
飯
」
と
い
い
、
施ダ
ン
ホ
ウ主

に
贈
る
。

８
【
三
月
二
十
八
日
】*8

　

三
月
二
十
八
日
は
、
俗
に
東
岳
斉
天
聖
帝
の
誕
生
日
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
杭
州
に
は
行
宮
が
お
よ
そ
五
ヶ
所
あ
る
が
、
呉

山
の
上
に
あ
る
も
の
が
最
も
壮
麗
で
あ
る
。
子
女
は
答ク
ハ
ン
ホ
ト
キ賽
の
拈サ
ン
ケ
イ香
を
し
た
り
、
花
や
果
物
を
奠ソ
ナ
エ

献
タ
テ
マ
ツ
リ

し
た
り
す
る
。
あ
る
い
は
読

経
し
て
長
寿
を
祈
り
、
首
か
せ
や
鎖
で
縛
ら
れ
て
罪
に
服
す
る
（
所
作
を
す
る
）。
鐘
や
太
鼓
の
法
音
が
か
ま
び
す
し
く
鳴
り
響
い
て
一

日
が
終
わ
る
。

９
【
立
夏
】*9

　

立
夏
の
日
は
民
間
で
は
新
茶
を
煮
る
。
そ
れ
に
諸イ
ロ
〳色〵
の
細
コ
マ
カ
ナ
ク
タ
モ
ノ
果
を
取
り
合
わ
せ
て
親イ
チ
モ
ン戚
や
比キ
ン
シ
ヨ鄰
に
贈
る
。
こ
れ
を
「
七
家
茶
」
と

い
う
。
冨
家
で
は
競ハ
リ
ア
イ
テ侈

、
果
ク
タ
モ
ノ

に
は
み
な
彫
刻
が
施
し
て
あ
り
、
金
箔
で
飾
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
「
香
湯
名
日
」
と
い
い
、
茉
莉
・
林

檎
・
薔
薇
・
桂
蕊
・
丁
檀
・
蘇
香
な
ど
を
哥
窯
や
汝
窯
の
磁
器
に
盛
り
つ
け
る
。
こ
れ
で
わ
ず
か
に
、
お
茶
を
ひ
と
啜
り
す
る
だ
け
だ
。
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九

10
【
四
月
八
日
】*10

　

四
月
八
日
は
俗
に
釈
迦
仏
の
誕
生
日
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
僧
尼
は
そ
れ
ぞ
れ
「
龍カ
ン
テ
ウ
エ

華
会
」
を
催
す
。
お
盆
に
銅カ
ナ
ホ
ト
ケ仏

を
置
い
て
、
そ

れ
を
糖サ
ト
ウ
ミ
ツ水

に
ひ
た
し
、
花
の
屋
根
で
覆
う
。（
そ
し
て
）
鐃
鈸
や
太
鼓
を
鳴
ら
し
て
送
迎
す
る
。
冨
家
で
は
小コ
ヒ
シ
ヤ
ク杓

で
も
っ
て
仏
像
に
甘

い
水
を
そ
そ
ぎ
、
偈
誦
を
唱
え
て
、
財
物
を
お
布
施
す
る
。（
次
の
よ
う
な
）
高
峯
和
尚
の
偈
文
が
あ
る
。「
そ
の
呱ナ
ク
コ
ヘ声

は
い
ま
だ
に
絶

え
て
お
ら
ぬ
か
ら
尊
と
い
う
の
だ
。
三
千
世
界
の
暗
愚
を
か
き
乱
し
て
し
ま
っ
た
わ
い
。
悪
い
水
で
も
一
年
に
一
度
そ
そ
い
で
み
る
と
、

彼
の
雪
に
臥
し
た
苦
し
み
が
よ
く
わ
か
っ
て
、
そ
の
恩
に
報
い
よ
う
と
思
う
も
の
だ
。」

11
【
端
午
】*11

　

端
午
は
天
中
節
で
あ
る
。
民
間
で
は
黍キ
ヒ

●モ
チ
コ
メを

包
ん
で
粽チ
マ
キ

に
し
て
、
そ
れ
を
束
ね
る
の
に
五
色
の
綵
絲
を
用
い
る
。
ま
た
、
菖
蒲
や

通
草
で
天
師
が
馭
ト
ラ
ニ
ノ
リ
タ
ル
虎
像カ
タ
チ

を
盆
の
中
に
作
っ
て
、
周
囲
を
五
色
の
蒲
の
糸
で
囲
む
。
あ
る
い
は
、
皮
ア
ツ
カ
ミ
ノ

金キ
ン

に
剪ハ
サ
ミ

を
入
れ
て
色
々
な

虫
を
作
り
、
そ
の
上
に
鋪
く
に
、
葵
榴
や
艾
葉
で
華
麗
を
攅ト
リ
ア
ツ
メ簇
、
あ
る
い
は
、
綵イ
ロ
イ
ト絨
や
雑キ
ン
シ
マ
シ
リ
ノ
イ
ト

金
線
を
経キ
ヤ
ウ
ツ筒ヽ
や
符フ
ダ
フ
ク
ロ袋
に
纏マ
ト
ヒ
ツ
ケ結
て
、
互

い
に
相ヲ
ク
リ
モ
ノ
ニ
ス

饋
遺
。
僧
侶
や
道
士
は
経キ
ヤ
ウ
ツ筒ヽ

輪マ
モ
リ子

や
辟ア
ク
ヨ
ケ
ノ
マ
モ
リ

悪
霊
符
を
檀
越
に
贈
る
。
医
者
も
香
嚢
・
雄
黄
・
烏
髪
・
油
香
な
ど
を
、
い
つ
も
行

き
来
す
る
と
こ
ろ
に
贈
る
。
家
々
で
は
葵
・
榴
・
蒲
・
艾
を
買
っ
て
こ
れ
を
堂
の
中
に
植
え
て
、
五
色
の
花
紙
で
飾
る
。（
そ
れ
に
は
）

画
の
虎
や
さ
そ
り
、
あ
る
い
は
天
師
の
像
が
貼
っ
て
あ
る
。
ま
た
「
五
月
五
日
天
中
節
、
赤
口
白
舌
尽
消
滅
」（
五
月
五
日
の
天
中
節
に

は
、
赤
口
・
白
舌
な
ど
は
す
べ
て
消
滅
す
る
）
と
硃シ
ユ
カ
キ書
し
て
、
こ
れ
を
柱
に
掲
げ
る
。
あ
る
い
は
百
草
を
摘
ん
で
薬
品
を
作
る
。
蝦
蟇

を
捕
ま
え
て
蟾カ
マ
ノ
ア
ブ
ラ酥
を
取
り
、（
そ
れ
で
）「
儀
方
」
の
二
字
を
書
く
。（
こ
れ
を
）
柱
に
逆
さ
に
貼
っ
て
お
く
と
、
蛇ヘ
ビ
マ
ム
シ虺
の
害
を
の
が

れ
る
と
い
う
。
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一
〇

12
【
六
月
六
日
】*12

　

六
月
六
日
は
宋
代
に
は
会
を
顕
応
観
で
催
し
、そ
れ
で
暑
さ
を
避
け
て
い
た
が
、今
で
は
会
は
廃ス
タ

れ
て
顕
応
観
も
な
く
な
っ
た
。
こ
の

日
よ
り
、
西
湖
に
遊
ぶ
も
の
の
多
く
が
夜
間
に
出
か
け
、
湖
ミ
ツ
ウ
ミ
ノ
ナ
カ

心
に
停ト
マ
リ
テ泊

、
月
ツ
キ
ニ
サ
カ
モ
リ
シ

飲
て
達ヨ
ヲ
ア
カ
ス旦

。
市
中
で
は
銅
の
さ
か
づ
き
を
敲タ
ヽ
キ

て
、

氷
や
雪
を
売
る
も
の
が
衆ヲ
ヽ

く
、
あ
ち
こ
ち
で
鏗ヤ
カ
マ
シ聒

い
。
こ
の
日
、
郷サ
イ
コ
モ
ノ人

は
、
猫
や
犬
を
か
つ
い
で
、
河
の
中
で
水
浴
び
を
す
る
。
そ
の

や
り
方
は
泥ト
ロ淤
に
汨マ
ミ
レ没
る
の
で
、
踉ヨ
ロ
ホ
ヒ
テ蹌
就シ
ヌ
ル斃
者
が
い
る
。（
何
故
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
）
そ
の
取ワ
ケ義
は
竟ド
ウ
モ

よ
く
わ
か
ら
な
い
。

13
【
立
秋
】*13

　

立
秋
の
日
に
男
女
は
咸ミ
ナ

、
楸キ
サ
ヽ
ゲ
ノ
ハ葉

を
頭
に
つ
け
て
季
節
の
移
ろ
い
に
合
わ
せ
る
。
ま
た
は
石ク
ス
ノ
キ
ノ楠

紅ア
カ
キ
ハ葉

を
剪ハ
サ
ミ

で
切
っ
て
花ハ
ナ
ヒ
ラ弁

を
作
り
、

鬂
の
辺
り
に
撲サ
シ
ハ
サ
ム挿
。
あ
る
い
は
秋
の
水
で
赤
小
豆
七ナ
ヽ
ツ
ブ枚
を
呑
む
。

14
【
七
月
七
日
】*14

　

民
間
で
は
盛
ん
に
瓜
ウ
リ
ノ
ク
ダ
モ
ノ

果
や
酒サ
ケ
サ
カ
ナ肴

を
庭
ニ
ハ
ノ
マ
ン
ナ
カ

心
や
楼
台
の
上
に
設
け
て
、
牛
女
が
天
の
河
を
渡
る
こ
と
を
話
題
に
す
る
。
婦
人
は

月
に
向
か
っ
て
穿ハ
リ
ヲ
ト
ヲ
ス針
、
こ
れ
を
「
乞
巧
」
と
い
う
。
あ
る
い
は
小コ
ハ
コ盒
に
蜘
蛛
を
盛イ
レ

て
、
次ア
ス
ノ
ア
サ早
に
そ
の
結ス
ノ
ハ
リ
ヤ
ウ網
の
疎
ア
ラ
ヒ
コ
マ
カ
ナ
密
を
観
察
し

て
、
裁
縫
の
上
達
の
多
寡
を
占
う
。
市
中
で
は
土
や
木
で
子
供
の
像
を
雕ヱ
リ
ツ
ク
リ塑
て
、
色
糸
で
作
っ
た
服
を
着
せ
て
売
り
出
す
。
こ
れ
を

「
摩フ
ク
ト
ク
ジ
ン

喉
羅
」
と
い
う
。

15
【
七
月
十
五
日
】*15

　

七
月
十
五
日
は
俗
に
中
元
節
と
伝
え
ら
れ
る
。
地チ
コ
ク官
が
（
そ
の
罪
人
の
）
赦セ
メ
ヲ
ユ
ル
ス
ト
キ

罪
之
辰
で
あ
る
。
民
間
で
は
多
く
持シ
ヤ
ウ
シ
ン斎
・
誦
経
し
て

奠ソ
ナ
ヘ
モ
ノ

を
祖セ
ン
ゾ考
に
薦
め
、
孤
独
の
霊
を
救
い
判
斛
（
先
祖
供
養
）
を
す
る
。
屠シ
ヽ
タ
ナ門
（
肉
市
場
）
は
商
い
を
停
止
す
る
。
僧
院
で
は
盂
蘭
盆
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一
一

会
を
行
う
。
灯
火
を
西
潮
や
塩
上
河
中
に
放ヲ
ク

。
こ
れ
を
照
ヤ
ミ
チ
ヲ
テ
ラ
ス
冥
と
い
う
。
役
所
で
も
郡ム
エ
ン
ホ
ウ
カ
イ

厲
邑
厲
壇
を
祭
る
。

　

張
伯
雨
の
西
湖
放
灯
詩
は
次
の
よ
う
に
い
う
。「
と
も
に
灯
火
の
乱
れ
光
る
中
に
美
し
い
舟
を
浮
か
べ
る
。
い
つ
の
ま
に
か
風
や
露
が

青
い
空
を
う
る
お
し
て
い
た
。
今
、
池
の
底
に
錦
が
連
な
り
、
こ
の
夕
べ
、
い
か
だ
の
舳
先
に
星
が
か
か
っ
た
。
爛
々
と
か
が
や
く
様
子

は
、
金
の
蓮
が
夜
の
松
明
を
分
け
、
雲
母
が
む
な
し
く
秋
屏
閣
を
隔
て
る
よ
う
だ
。
か
え
っ
て
、
牛
渚
で
の
（
袁
宏
と
謝
尚
と
の
）
交

情
の
甚
だ
し
い
こ
と
が
憐
れ
ま
れ
る
。
ね
ん
ご
ろ
に
明
る
く
照
ら
し
て
多
く
の
亡
霊
を
走
ら
せ
よ
う
と
思
う
の
だ
。」

　

劉
邦
彦
の
詩
は
次
の
よ
う
に
い
う
。「
金
の
蓮
の
葉
が
多
く
流
れ
の
中
を
た
だ
よ
っ
て
い
る
。
潘
妃
が
夜
遊
び
に
出
て
き
た
の
か
と
疑

わ
れ
た
。
魚
や
龍
が
そ
の
岩
穴
か
ら
出
て
き
た
ら
、
ま
ず
こ
れ
を
射
る
。
光
が
揺
れ
て
雁
が
中
州
に
乱
れ
飛
ぶ
の
が
見
え
る
。
波
濤
を

わ
た
る
に
は
必
ず
し
も
銀
河
を
通
る
こ
と
は
な
い
。
月
を
追
っ
て
、
美
し
く
飾
っ
た
舟
が
近
づ
く
の
を
め
で
る
。
幼
い
頃
、
舟
を
浮
か

べ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
満
身
に
風
や
露
を
受
け
て
、
一
人
楼
閣
に
も
た
れ
る
の
だ
。」

16
【
八
月
十
五
日
】*16

　

八
月
十
五
日
夜
は「
中
秋
」と
い
う
。
民
間
で
は
月
餅
を
互
い
に
贈
り
、
団
円
の
義
に
ち
な
む
。
こ
の
夕
べ
、
家
々
で
は
賞ツ
キ
ミ月

の

燕
サ
カ
モ
リ

を
す
る
。
あ
る
い
は
、
榼
サ
カ
タ
ル

を
携
え
て
湖
船
で
沿コ
キ
マ
ワ
リ遊

、
徹ヨ
モ
ス
カ
ラ暁

、
蘇
堤
の
上
で
聯ソ
テ
ヲ
ツ
ラ
ネ袂

、
踏ウ
タ
イ
ア
リ
ク歌

。
白ヒ
ル日

に
異
な
る
こ
と
が
な
い
。

17
【
観
潮
】*17

　

郡
の
人
々
が
観
潮
す
る
の
は
八
月
十
一
日
か
ら
始
め
て
、
十
八
日
に
到
り
最
高
潮
と
な
る
。
そ
れ
は
、
宋
代
に
は
こ
の
日
に
水フ
ナ
イ
ク
サ軍
を

教ナ
ラ
ワ
セ
タ
ル
ニ

閲
よ
っ
て
、
城
中
を
挙
げ
て
見
物
に
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
。（
そ
れ
で
）
今
で
も
な
お
、
十
八
日
を
（
観
潮
の
日
と
）
い
う
の
で
あ

る
。
特
に
こ
の
日
の
江
潮
が
大
き
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
日
、
郡
守
は
牲ソ
ナ
ヘ
モ
ノ醴

を
用
意
し
て
潮ス
イ
シ
ン神

を
致マ
ツ
ル祭

。
郡
の
男
女
が
雲
集

し
、
倩ヨ
キ
マ
ク幕
を
僦カ
リ

、
羅ヲ
リ
モ
ノ綺
を
次ナ
ラ
ヘ

、
塞ミ
チ
ヲ
フ
サ
ク塗
。
上
流
か
ら
下
流
に
か
け
て
十
余
里
の
間
に
は
、
わ
ず
か
な
す
き
ま
も
な
い
（
ほ
ど
混
み
合
っ
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一
二

て
い
る
）。
潮
が
海ミ
ナ
ト
ク
チ門
よ
り
上
が
っ
て
く
る
の
が
見
え
る
と
、
泅ヲ
ヨ
キ
テ児
数
十
人
が
綵イ
ロ
ハ
タ旗
を
手
に
と
り
、
画エ
カ
ラ
カ
サ傘
を
立
て
な
が
ら
、
水
波
を
踏

み
、
波
濤
を
ひ
る
が
え
し
て
騰ヲ
ヨ
ク躍

。（
そ
の
姿
は
）
百サ
マ
〳変〵

で
あ
り
、
そ
れ
で
誇ケ
イ
シ
マ
ン
ス

材
能
る
。
豪フ
ケ
ン
シ
ヤ民

や
富カ
ネ
モ
チ客

は
争
っ
て
賞ホ
ウ
ヒ
ヲ
ヤ
ル

材
物
。
そ
の
時
に
、

優キ
ヤ
ウ
ケ
ン
シ人

・
百
サ
マ
〳
〵
ノ
ア
ソ
ヒ

戯
・
撃マ
リ
ウ
チ毬

・
関ス
マ
ヒ撲

・
魚タ
イ
コ
ウ
チ鼓

・
弾セ
リ
フ詞

な
ど
の
声コ
ハ
イ
ロ音

が
鼎
の
沸
く
よ
う
で
あ
る
。
け
だ
し
、
人
々
は
潮
を
見
物
す
る
の
に

藉カ
コ
ツ
ケ
テ

、
名
目
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
往
々
に
し
て
随キ
マ
ヽ
ニ意

酣
タ
ノ
シ
ミ
ニ
フ
ケ
ル
ノ
ミ

楽
耳
で
あ
る
。

　

瞿
宗
吉
の
看
潮
詞
に
は
次
の
よ
う
に
云
う
。

　
「
風
流
な
つ
ど
い
に
出
向
こ
う
と
す
る
と
門
前
に
翠
の
柳
が
垂
れ
て
い
る
。
海
鮮
橋
の
上
の
赤
い
欄
干
に
も
た
れ
か
か
る
。
道
行
く
人

が
山
の
前
の
石
を
指
さ
す
。
あ
れ
に
は
先
朝
の
皇
帝
様
の
詩
が
刻
ん
で
あ
る
と
い
う
。

　

城
郭
を
出
て
き
た
見
物
の
客
は
お
互
い
に
誘
い
合
う
ま
で
も
な
い
。
み
ん
な
道
で
出
合
っ
て
潮
を
見
に
行
く
と
言
い
合
う
。
今
年
の

秋
も
ど
う
し
て
暑
さ
が
和
ら
ご
う
か
。
陽
光
を
浴
び
て
、
絵
が
描
か
れ
た
扇
を
忙
し
げ
に
揺
ら
す
。

　

最
初
の
潮
波
が
来
た
と
き
に
は
海
に
出
る
の
が
遅
か
っ
た
。
司
封
祠
の
下
に
多
く
の
人
が
立
っ
て
い
る
。
す
ぐ
に
楽
器
が
鳴
り
響
い

て
天
に
と
ど
ろ
く
。
河
の
中
で
波
に
乗
ろ
う
と
す
る
連
中
が
あ
わ
た
だ
し
く
出
て
ゆ
く
。

　

い
ろ
り
で
燗
を
付
け
た
酒
を
人
に
勧
め
て
味
見
を
さ
せ
る
。
紫
の
蟹
は
肥
え
て
い
て
、
橘
の
花
が
香
る
。
店
の
女
も
普
通
の
俗
客
で

な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
召
使
い
が
詩
の
原
稿
を
入
れ
る
ふ
く
ろ
を
携
え
て
い
る
か
ら
だ
。

　

河
口
の
土
手
は
道
が
は
る
か
に
分
か
れ
て
い
る
。
酔
っ
て
帰
り
着
い
た
こ
ろ
に
は
太
陽
は
西
に
傾
い
た
。
不
思
議
な
の
は
ど
こ
か
ら

か
芳
香
が
漂
い
続
け
て
い
る
こ
と
だ
。
な
ん
だ
、
頭
に
金
木
犀
の
花
を
挿
し
て
い
た
よ
。

　

門
を
開
け
て
小
宅
に
入
る
。
金
猊
（
金
の
獅
子
形
の
香
炉
）
が
し
な
や
か
に
香
煙
を
浮
か
べ
て
い
る
。
家
人
が
笑
っ
て
言
っ
た
、
ど

う
し
て
こ
ん
な
に
お
帰
り
が
遅
い
の
？
。
す
で
に
中
秋
の
名
月
を
観
賞
す
る
座
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。」
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一
三

18
【
九
月
九
日
】*18

　

重
陽
九
月
九
日
に
は
、
民
間
で
は
、
栗ク
リ
コ
ナ粉

を
糜カ
ユ

に
し
て
蒸
し
て
、
蒸
し
菓
子
を
作
り
、
肉
縷
を
敷
い
て
、
綵イ
ロ
ハ
タ旗

を
飾
っ
て
親
戚
に
贈

る
。
登
高
し
て
宴
会
を
催
し
飲
食
す
る
人
は
、
必
ず
菊
を
簪
に
さ
し
て
、
萸
を（
盃
に
）浮
か
べ
る
。
こ
れ
は
古
人
の
遺
風
で
あ
る
。
ま

た
、
蘇シ
ソ子

を
梅ム
メ
ズ滷

に
微ス
コ
シ
ヒ
タ
シ清

、
蔗シ
ロ
サ
ト
ウ霜

・
梨ナ
シ

・
橙
ダ
イ
ダ
イ

・
玉ザ
ク
ロ榴

な
ど
の
小
顆
に
雑マ
ゼ和

る
。
こ
れ
を
「
春
蘭
秋
菊
」
と
い
う
。

19
【
霜
降
】*19

　

霜
降
の
日
に
、
役
所
で
は
旗ヲ
ハ
タ纛

の
神
を
祭
る
。
そ
し
て
、
軍
器
を
張ナ
ラ
ベ列

て
、
金カ
ネ
タ
イ
コ鼓

を
鳴
ら
し
て
先
導
し
、
市
街
を
巡
行
し
て
迎レ
ヰ
マ
イ
リ賽

を
す
る
。
こ
れ
を
揚
兵
と
い
う
。
旗
幟
・
刀
戟
・
弓
矢
・
斧
鉞
・

甲
の
た
ぐ
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
精
緻
で
輝
く
。
飊ハ
ヤ
ム
マ騎

が
数
十
騎
い
て
、

飛ク
ツ
ノ
リ轡

し
て
行
き
交
う
。
逞キ
ヨ
ク
バ
ノ弄

解ナ
ダ
イ数

（
曲
馬
の
演
目
）
は
、「
双
燕
・
綽
水
の
神
」・「
二
鬼
が
珠
を
争
う
」・「
肚
を
隔
て
て
針
を
穿
つ
」・

「
枯
松
の
倒
挂
」・「
魁
星
の
踢
斗
」・「
夜
叉
の
探
海
」・「
八
蠻
進
宝
」・「
四
女
呈
妖
」・「
六
臂
哪
咜
」・「
二
仙
伝
道
」・「
圯
槁
進
履
」・

「
玉
女
穿
針
」・「
擔
水
救
火
」・「
踏
梯
望
月
」
の
た
ぐ
い
で
あ
る
。
窮サ
マ
〳
〵
ノ
ケ
イ
ツ
ク
シ

態
極
変
は
弾
コ
ト
〳
〵
ク

は
名
付
け
が
た
い
。
騰ヲ
ト
リ
ア
カ
リ躍
っ
て
上
下
し
て

も
、
鞍
と
鐙
の
間
を
離
れ
る
こ
と
が
な
い
の
は
、
猿サ
ル猱

が
木
に
し
が
み
つ
い
て
い
る
よ
う
だ
。

20
【
十
月
一
日
・
立
冬
】*20

　

十
月
朔
日
は
民
間
で
は
祖セ
ン
ソ考
を
お
祭
り
し
て
お
供
え
す
る
。
ま
た
、
掃ハ
カ
ノ
ソ
ウ
シ

松
澆
墓
の
礼
を
行
う
も
の
も
い
る
。
十
月
八
日
は
白
米
を
胡

桃
・
榛
・
松
乳
菌
・
棗
・
栗
な
ど
と
和
え
て
粥
を
作
る
。
こ
れ
を
臈
八
粥
と
い
う
。
十
月
十
五
日
は
下
元
節
で
あ
る
。
俗
に
水ミ
ツ
ノ
ツ
カ
サ宦
の

解ヤ
ク
ハ
ラ
イ厄

の
時
期
と
言
い
伝
え
る
。
持
斎
し
誦
経
す
る
も
の
も
い
る
。
立
冬
の
日
は
、
各
色
の
香
草
や
菊
花
・
金ニ
ン
ト
ウ銀

花
を
煎ク
ス
リ
ユ湯

に
し
て
沐ユ
ア
ミ浴

す
る
。
こ
れ
を
掃シ
ツ
ハ
ラ
イ疥

と
い
う
。
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21
【
冬
至
】*21

　

冬
至
は
、
こ
れ
を
亜ツ
ゲ
ル

歳
シ
ヤ
ウ
ク
ハ
ツ

と
い
う
。
官ヤ
ク
シ
ヨ府

や
民マ
チ
カ
タ間

で
そ
れ
ぞ
れ
慶
賀
し
あ
う
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
元
日
の
儀
礼
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
は
呉
中
で
も
っ
と
も
盛
ん
で
あ
る
。
肥コ
ヘ
タ
ト
ウ
ジ冬

・
痩
ヤ
セ
タ
シ
ヤ
ウ
ク
ワ
ツ

年
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
。
神
様
に
供
え
る
餅
を
つ
い
て
蒸
し
菓
子
に

作
り
、
先
祖
を
お
祀
り
す
る
。
婦
女
は
鞋タ
ビ襪

を
目
上
の
人
に
差
し
上
げ
る
。
こ
れ
も
古
人
の
履
長
の
意
味
で
あ
る
。

22
【
十
二
月
二
十
四
日
】*22

　

十
二
月
二
十
四
日
は
、
こ
れ
を
交ト
シ
ノ
カ
ワ
リ年

と
い
う
。
民
間
で
は
灶
か
ま
ど

を
お
祀
り
す
る
。
膠タ
ン
キ
リ
ア
メ

牙
餳
・
糯モ
チ
コ
メ米

・
花シ
ロ
サ
ト
ウ糖

・
豆マ
メ
コ
タ
ン
コ

粉
団
な
ど
を
お

供
え
物
と
す
る
。
丐コ
ツ
ジ
キ者

は
塗ヌ
リ
ツ
ケ
テ抹

、
形ス
カ
タ装

を
変カ
ヘ

、
鬼
と
成
っ
て
判サ
ケ
ヒ叫

、
跳ヲ
ト
リ

、
駆ヲ
ニ
ヤ
ラ
イ儺

を
し
て
報
酬
を
求
め
る
。
家
々
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

換マ
モ
リ
フ
タ
ヲ
ハ
リ
カ
ヘ

桃
符
、
門
神
・
春
帖
・
鍾
馗
・
福
禄
・
虎
頭
・
和
合
な
ど
の
色
々
な
図
を
部
屋
の
壁
に
粘ハ
リ
ツ
ケ貼

、
蒼
木
・
貫
衆
・
辟
瘟
丹
・
栢
枝
・

綵
花
な
ど
を
買
っ
て
、
除
夜
の
用
意
と
す
る
。
そ
の
頃
よ
り
街ミ
チ
〳坊〵
で
は
簫
や
太
鼓
の
音
の
鏗ヒ
ヽ
キ鍧
が
絶
え
な
い
。
僧ボ
ウ
ツ

・
道ド
ウ
シ

は
交
年
疏
や

仙カ
ウ
セ
ン朮
湯
を
作
り
、
檀
越
に
贈
る
。
医
者
も
屠
蘇
袋
や
同
心
結
、
色
々
な
湯
剤
を
い
つ
も
行
き
来
す
る
と
こ
ろ
に
贈
る
。

23
【
除
夕
】*23

　

除
夜
に
は
、
家
々
で
は
先セ
ン
ソ

お
よ
び
百
神
を
祀
る
。
松
柴
を
架ツ
ミ
テ

、
大
き
く
し
て
、
火
を
つ
け
て
こ
れ
を
焚
く
。
こ
れ
を「
籸し
ん

盆ぼ
ん

」と
い

う
。
煙
と
焔
が
天
を
燭テ
ラ

し
て
、
爛
々
た
る
こ
と
は
霞
の
布
の
よ
う
で
あ
る
。
爆サ
ギ
チ
ヤ
ウ竹
や
鼓タ
イ
コ
フ
エ吹
の
音
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
耳
に
響
い
て
く
る
。

家
庭
で
は
挙サ
カ
モ
リ
ス
ル燕

。
年
長
者
も
幼
年
者
も
す
べ
て
集
ま
る
。
児
女
は
終ヨ
モ
ス
カ
ラ夜

、
博ス
コ
ロ
ク戯・

蔵ハ
リ
ウ
チ鉤

を
す
る
。
こ
れ
を「
守
歳
」と
い
う
。
床ト
コ
ノ
シ
タ
ニ下

に
灯
ト
モ
シ
ヒ

を
然ト
モ

す
。
こ
れ
を「
照
虚
耗
」と
い
う
。
小
豆
で
粥
を
作
り
、
犬
猫
に
も
こ
れ
を
食
べ
さ
せ
る
。
更ヨ
フ
ケ深

に
人
々
は
静
ま
っ
て
、
灶
か
ま
ど

を
祈
り
、
方
を
請
い（
方
角
を
占
い
？
）、
鏡
を
携
え
て
門
を
出
る
。
市
中
の
人
の
無ク
チ
ウ
ラ意
の
言
葉
を
聞
き
取
っ
て
、
来
年
の
休ヨ
シ
ア
シ咎
を
占
う
。

こ
の
日
、役
所
は
閉
じ
ら
れ
て
い
て
ま
っ
た
く
僉
ト
リ
ア
ツ
カ
ハ
ヌ
押
。
新
年
の
正
月
三
日
に
な
っ
て
初
め
て
開
く
。
色
々
な
商
店
も
商
売
を
や
め
て
、
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一
五

行
き
来
し
て
酒
を
た
ら
ふ
く
飲
む
。
け
だ
し
、
杭
州
の
人
が
ぜ
い
た
く
で
派
手
な
こ
と
は
、
貧
富
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
競
っ
て
色
々

な
も
の
を
買
っ
て
目
出
度
い
日
を
祝
う
。
門
戸
を
光ミ
カ
キ
カ
サ
リ飾

、
婦
女
の
衣
服
・
釵
環
の
た
ぐ
い
を
磨
き
か
が
や
か
せ
、
更
カ
ヘ
リ
ツ
ク
リ
テ

造
、
一
新
す

る
。
み
な
古
き
都
の
遺
風
な
の
で
あ
る
。

熙
朝
楽
事
大
尾
、
大
澤
丹
治
訳
。

安
永
壬
辰
十
二
月
、
東
都
書
肆
、
江
戸
浅
草
茅
町
二
町
目
、
須
原
屋
伊
八
。

�

*1　

民
間
で
は
…
―
『
夢
粱
録
』
巻
一
「
正
月
」
の
条
は
、
北
宋
の
『
東
京
夢
華
録
』
巻
六
「
正
月
」
を
踏
襲
し
た
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
明
代
杭

州
の
民
間
の
正
月
習
俗
を
記
録
し
た
も
の
と
し
て
、
本
書
の
記
事
は
貴
重
で
あ
る
。
春
餅
―
こ
れ
は
、
小
麦
粉
を
薄
く
丸
く
の
ば
し
て
焼
い
た
皮

に
細
切
り
に
し
た
野
菜
や
肉
を
醤み
そ

と
共
に
包
ん
で
食
べ
る
も
の
か
。
こ
う
し
た
形
式
の
春
餅
は
宋
代
以
降
で
、
唐
か
ら
宋
初
に
か
け
て
は
饅
頭

（
蒸
餅
）
の
類
が
用
い
ら
れ
た
と
い
う
（『
清
嘉
録
』
四
八
頁
）。

*2　

仁
和
県
―
杭
州
城
内
の
芳
潤
橋
を
東
西
に
結
ぶ
線
の
北
が
仁
和
県
、
南
が
銭
塘
県
で
あ
る
。
昭
君
出
塞
・
学
士
登キ
ウ
タ
イ瀛
・
張
仙
打
弾
・
西
施
採
蓮

―
昭
君
出
塞
は
王
昭
君
の
哀
話
に
取
材
し
た
戯
曲
で
あ
ろ
う
。
明
の
雑
劇
に
陳
与
郊
作
「
昭
君
出
塞
」
が
あ
る
由
。
学
士
と
は
唐
の
太
宗
の
十
八

学
士
を
い
う
。
そ
の
一
員
と
な
る
こ
と
を
「
登
瀛
州
」
と
い
っ
た
。
張
仙
は
五
代
蜀
の
青
城
山
で
成
道
し
た
人
。
修
行
中
一
老
人
か
ら
弾
弓
と
鉄

弾
を
授
か
っ
た
と
い
い
、
宋
代
で
は
子
授
け
の
神
と
さ
れ
て
い
た
。
西
施
は
春
秋
時
代
、
越
よ
り
呉
王
夫
差
に
献
じ
ら
れ
た
美
女
。
明
の
梁
辰
魚

が
西
施
に
材
を
取
っ
た
戯
曲
「
浣
紗
記
」
の
中
に
採
蓮
の
遊
び
の
場
面
が
あ
る
。
以
上
、
四
種
の
戯
曲
は
、『
清
嘉
録
』「
行
春
」
の
項
に
も
同
様

に
出
て
い
る
。
辛
盤
―
五
辛
盤
の
略
。
五
辛
を
ま
ぜ
て
盤
に
盛
っ
た
も
の
。
元
旦
に
食
す
れ
ば
五
臓
の
気
を
通
じ
健
康
を
保
つ
と
い
う
。
春
牛
―

こ
の
土
の
牛
を
め
ぐ
る
習
俗
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
迎
え
巡
行
す
る
儀
礼
（
行
春
）
と
、
こ
れ
を
打
ち
、
砕
く
儀
礼
（
打
春
）
の
大
き
く
二
つ
の

要
素
が
あ
る
。
行
春
の
お
り
、
蘇
州
で
は
幸
運
が
得
ら
れ
る
と
し
て
見
物
人
が
争
っ
て
牛
を
撫
で
る
と
い
う（『
清
嘉
録
』「
行
春
」）。
ま
た
本
文

に
あ
る
よ
う
な
、
牛
に
米
・
麦
・
豆
な
ど
を
投
げ
つ
け
る
行
為
は
蘇
州
で
も
見
ら
れ
る
（『
清
嘉
録
』「
打
春
」）。
こ
れ
に
は
厄
払
い
の
意
味
が
あ
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一
六

る
と
い
う
。
土
牛
を
鞭
打
つ
の
は
春
耕
の
模
擬
儀
礼
で
、
こ
れ
を
砕
く
の
は
、
土
や
牛
の
生
命
力
を
解
放
し
、
生
産
力
を
高
め
る
の
だ
と
い
う
。

*3　

出
資
者
―
原
文
「
銭
主
」。
灯
市
―
同
様
の
も
の
は
蘇
州
で
も
見
ら
れ
る
。
老
子
と
美
人
、
…
―
以
下
に
記
さ
れ
る
四
つ
の
題
目
の
う
ち
、
鍾

馗
の
も
の
以
外
の
三
つ
は
、『
清
嘉
録
』「
灯
市
」
に
も
出
る
。
月
明
仙
人
は
未
詳
。
劉
海
仙
人
は
、
劉
海
蟾
、
名
は
操
、
五
代
の
時
に
燕
王
劉
守

光
に
仕
え
て
宰
相
と
な
り
、
の
ち
呂
洞
賓
に
学
ん
で
仙
道
を
得
た
人
。
道
号
を
海
蟾
子
と
い
う
。
ま
た
遼
に
仕
え
て
宰
相
と
な
っ
た
人
と
も
い

う
。
猜
ア
テ
モ
ノ
ト
ウ
ロ
ウ
灯
―
『
武
林
旧
事
』
巻
二
に
「
蔵
頭
・
隠
語
」
と
あ
り
、
南
宋
時
代
既
に
こ
の
習
俗
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
蘇
州
に
も

こ
の
習
俗
が
あ
っ
た
（『
清
嘉
録
』「
打
灯
謎
」）。
天
宦
賜
福
―
天
官
賜
福
、
旧
暦
正
月
十
五
日
の
上
元
節
を
い
う
。
天
官
下
降
の
日
。

*4　

二
月
朔
日
は
～
こ
れ
を
「
献
生
子
」
と
い
う
―
こ
こ
ま
で
は
『
夢
粱
録
』
巻
一
と
同
文
で
あ
る
。
中
和
節
―
旧
暦
二
月
一
日
、
群
臣
に
酒
饌
を

賜
う
行
事
。
唐
徳
宗
貞
元
五
年
（
七
八
九
）
よ
り
始
ま
る
。
そ
れ
以
前
は
正
月
晦
日
に
行
わ
れ
た
と
い
う
。

*5　

花
朝
節
―
旧
暦
二
月
十
二
日
、
又
は
十
五
日
を
い
い
、
花
を
愛
で
る
日
で
あ
る
。
こ
の
習
俗
が
明
ら
か
に
見
ら
れ
る
の
は
宋
代
か
ら
と
い
う
。

蘇
州
な
ど
呉
地
方
で
は
十
二
日
と
す
る
。
黄
子
常
―
不
詳
。
喬
夢
符
―
喬
吉
、
字
は
夢
符
、
一
二
八
〇
～
一
三
四
五
。
山
西
太
原
の
人
で
杭
州
に

寓
居
す
る
。
雑
劇
『
揚
州
夢
』『
両
世
姻
縁
』『
金
銭
記
』
な
ど
の
作
者
。

*6　

北
極
佑
聖
真
君
―
道
教
で
北
極
星
を
神
格
化
し
た
呼
称
。
佑
聖
観
―
北
極
佑
聖
真
君
を
祀
る
道
観
。『
西
湖
遊
覧
志
』
巻
一
七
（
二
二
八
頁
）

参
照
。
男
女
は
●ナ
ツ
ナ花

を
頭
に
つ
け
る
―
こ
の
習
俗
に
つ
い
て
は
、『
清
嘉
録
』「
野
菜
花
」
の
項
に
も
記
載
が
あ
り
、
そ
の
目
的
と
し
て
「
目
が
清

ら
か
に
な
る
よ
う
祈
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

*7　

清
明
―
二
十
四
節
気
の
一
つ
。
冬
至
か
ら
百
五
日
目
で
三
月
初
頭
、い
ま
の
四
月
上
旬
に
相
当
す
る
。
南
北
朝
か
ら
宋
元
ま
で
は
冬
至
か
ら
百

七
日
目
と
し
て
お
り
、
明
代
に
百
五
日
に
戻
っ
た
と
い
う
。
寒
日
―
寒
食
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
冬
至
か
ら
百
五
日
の
こ
と
で
、
風
雨
が
激

し
い
と
し
て
火
の
使
用
を
禁
じ
て
冷
食
し
た
習
俗
。
寒
食
が
あ
け
て
清
明
に
な
る
と
い
う
順
番
で
あ
る
。
民
間
で
は
柳
を
挿
し
て
…
―
寒
食
の

日
、
悪
鬼
を
払
う
た
め
に
門
戸
に
柳
を
挿
す
習
俗
は
五
代
末
頃
よ
り
見
ら
れ
る
と
い
う
（『
清
嘉
録
』「
挿
楊
柳
」
注
）。
本
文
の
よ
う
に
頭
に
挿

す
の
も
そ
れ
に
類
似
す
る
も
の
か
。
城
中
を
挙
げ
て
墓
所
に
登
る
―
寒
食
の
日
に
墓
参
す
る
習
慣
は
、『
旧
唐
書
』
玄
宗
紀
開
元
二
十
年
の
詔
に

見
ら
れ
、
そ
れ
以
前
よ
り
盛
ん
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

*8　

東
岳
斉
天
聖
帝
―
泰
山
の
神
。
北
宋
の
真
宗
は
大
中
祥
符
元
年
（
一
〇
〇
八
）
に
泰
山
を
天
斉
王
に
封
じ
、
仁
聖
と
号
し
、
帝
と
称
せ
し
め
た

と
い
う
（『
夢
粱
録
』
巻
二
・『
清
嘉
録
』「
東
嶽
生
日
」
参
照
）。
行
宮
―
皇
帝
行
幸
の
時
の
仮
の
宮
居
、
行
在
所
を
い
う
が
、
こ
の
場
合
は
、
杭

州
に
お
け
る
東
岳
斉
天
聖
帝
の
五
つ
の
廟
所
を
指
す
。
杭
州
城
の
東
西
南
北
の
四
箇
所
に
、中
央
に
あ
た
る
呉
山
の
廟
所
を
加
え
た
五
箇
所
で
あ
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一
七

る
。

*9　

七
家
茶
―
『
清
嘉
録
』「
注
夏
」
で
は
、
夏
負
け
対
策
の
た
め
、
近
隣
の
家
々
か
ら
茶
葉
を
集
め
て
飲
む
こ
と
を
七
家
茶
と
し
て
い
る
。
本
文

の
奢
侈
な
風
俗
は
そ
の
変
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
哥
窯
や
汝
窯
の
磁
器
―
宋
代
ま
で
の
名
窯
と
し
て
、
官
窯
・
哥
窯
・
汝
窯
・
定
窯
な
ど
が
知

ら
れ
る
。
哥
窯
は
黒
褐
色
の
胎
土
で
白
っ
ぽ
く
発
色
す
る
青
磁
で
多
く
の
貫
入
が
特
徴
で
あ
る
。
官
窯
に
倣
っ
た
も
の
で
そ
の
産
地
は
龍
泉
窯
と

の
関
係
が
想
定
さ
れ
る
。
汝
窯
は
北
宋
青
磁
の
名
品
を
産
出
し
た
窯
業
地
で
、近
年
河
南
省
清
涼
寺
に
そ
の
窯
跡
が
確
認
さ
れ
た
。
完
品
と
し
て

は
世
界
で
数
十
点
の
遺
品
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

*10　

龍
華
会
―
我
が
国
で
は
俗
に
「
花
ま
つ
り
」
な
ど
と
い
う
。「
カ
ン
テ
ウ
エ
」
と
訓
む
の
は
、
釈
迦
の
誕
生
時
に
天
か
ら
甘
露
が
降
っ
た
こ
と

に
ち
な
ん
で
、
誕
生
釈
迦
像
に
甘
茶
を
そ
そ
ぐ
（
潅
頂
す
る
）
こ
と
に
よ
る
も
の
。
な
お
、
こ
の
日
、
西
湖
で
は
小
舟
か
ら
亀
や
魚
・
貝
な
ど
を

放
す
「
放
生
会
」
も
行
わ
れ
て
い
た
（『
武
林
旧
事
』
巻
三
）。
花
の
屋
根
―
原
文
「
花
亭
」。
釈
迦
の
誕
生
を
祝
っ
て
、
天
か
ら
蓮
華
の
花
が
舞

い
落
ち
た
こ
と
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
作
り
物
は
、
例
え
ば
江
戸
期
の
尾
張
熱
田
な
ど
で
「
花
の
塔
」
と
称
さ
れ
る
も
の
と
も

類
似
す
る
。
高
峯
和
尚
―
元
代
の
禅
僧
高
峰
原
妙
（
一
二
三
八
～
九
五
）
で
あ
ろ
う
。
天
目
山
に
住
し
た
。
そ
の
門
下
よ
り
中
峰
明
本
な
ど
が
出

た
。

*11　

端
午
―
端
五
は
唐
以
来
「
端
午
」
と
表
記
す
る
が
端
五
（
は
じ
め
の
五
の
日
）
が
正
し
い
と
い
う
。
こ
の
段
の
記
述
は
『
夢
粱
録
』「
五
月
」

と
類
似
し
、
そ
れ
を
節
略
し
た
よ
う
な
形
で
あ
る
。
五
月
は
古
く
よ
り
悪
月
と
呼
ば
れ
、
暑
湿
に
よ
る
害
悪
を
避
け
る
行
為
が
行
事
化
さ
れ
て
い

る
（『
清
嘉
録
』「
端
五
」
も
参
照
）。
天
師
が
馭
ト
ラ
ニ
ノ
リ
タ
ル

虎
像カ
タ
チ

―
天
師
と
は
、
後
漢
の
五
斗
米
道
で
知
ら
れ
る
張
道
陵
の
こ
と
。
張
天
師
の
絵
を
厄

よ
け
に
し
た
こ
と
は
、『
燕
京
歳
時
記
』
の
「
天
師
符
」
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
菖
蒲
な
ど
の
草
で
、
天
師
が
虎
に
ま
た
が
っ
た
姿
を
細
工

す
る
の
で
あ
ろ
う
（『
清
嘉
録
』「
健
人
」
も
参
照
）。
色
々
な
虫
―
原
文
「
百
虫
」。
人
に
害
を
な
す
蛇
・
ム
カ
デ
な
ど
の
、
五
毒
と
言
わ
れ
る
五

種
類
の
害
虫
。
こ
れ
を
紙
で
細
工
し
て
門
に
貼
り
、
厄
よ
け
と
す
る
。
天
中
節
―
五
月
五
日
の
午
の
時
を
天
中
と
称
し
、
そ
れ
を
端
午
と
同
様
に

節
名
と
し
た
も
の
。
赤
口
白
舌
―
舌
先
三
寸
、
三
百
代
言
的
悪
事
を
働
く
悪
神
（『
武
林
旧
事
』
巻
三
「
端
午
」
参
照
）。
百
草
―
『
本
草
』
雑
草

に
、「
五
月
五
日
、
百
種
の
草
を
採
り
、
陰
乾
し
て
焼
灰
し
、
石
灰
を
和
し
て
団
と
な
す
」
と
あ
る
。

*12　

顕
応
観
―
『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
一
三
に
よ
れ
ば
、
東
漢
の
崔
瑗
（
子
玉
）
を
祀
る
道
観
。
清
波
門
の
付
近
に
あ
っ
た
。
氷
や
雪
を
売
る
も
の
が

衆ヲ
ヽ

く
…
―
蘇
州
に
お
い
て
も
旧
暦
六
月
に
「
地
元
の
人
が
氷
室
の
氷
を
担
っ
て
売
り
歩
」
き
、
そ
の
中
に
は
各
種
の
果
物
が
冷
や
し
て
あ
っ
た
と

い
う
（『
清
嘉
録
』「
涼
氷
」）。
猫
や
犬
を
か
つ
い
で
、
河
の
中
で
水
浴
び
を
す
る
―
六
月
六
日
の
犬
猫
の
水
浴
に
つ
い
て
は
、
明
代
の
『
万
暦
野
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一
八

獲
編
』
巻
二
四
に
見
え
、『
清
嘉
録
』「
狗く
か
い
よ
く

靧
浴
」
に
も
記
載
が
あ
る
。
も
と
は
除
災
を
目
的
と
し
た
人
間
の
沐
浴
で
あ
っ
た
も
の
が
、
犬
猫
の
そ

れ
に
変
化
し
た
よ
う
で
あ
る
。

*13　

楸キ
サ
ヽ
ゲ
ノ
ハ葉
を
頭
に
つ
け
て
…
―
同
様
の
習
俗
は
、『
東
京
夢
華
録
』
巻
八
「
立
秋
」
に
「
立
秋
の
日
に
は
、
町
じ
ゅ
う
楸ひ
さ
ぎ

の
葉
を
売
る
。
女
子
供

た
ち
は
み
な
、
模
様
を
切
り
抜
い
た
リ
ボ
ン
を
頭
に
つ
け
る
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
武
林
旧
事
』
巻
三
「
乞
巧
」・『
夢
粱
録
』
巻
四
「
七
月
附
立

秋
」
に
も
見
え
る
。「
楸
」
に
つ
い
て
、
本
文
に
は
「
キ
サ
ヽ
ゲ
」
と
振
仮
名
を
ふ
り
、『
東
京
夢
華
録
』
の
訳
文
に
は
「
ひ
さ
ぎ
」
と
振
仮
名
を

ふ
っ
て
い
る
。
一
般
の
辞
書
で
は
、「
ひ
さ
ぎ
」
の
項
に
「
キ
サ
サ
ゲ
ま
た
は
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
の
こ
と
と
い
う
」
と
あ
る
（『
広
辞
苑
』）。
た
だ

し
、
キ
サ
サ
ゲ
と
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
は
別
種
の
植
物
で
あ
る
。

*14　

小コ
ハ
コ盒

に
蜘
蛛
を
盛イ
レ

て
…
―
『
東
京
夢
華
録
』
巻
八
「
七
夕
」
に
も
同
様
の
記
事
が
あ
る
。
摩フ
ク
ト
ク
ジ
ン

喉
羅
―
土
な
ど
で
作
っ
た
童
子
の
人
形
。『
夢
粱

録
』
巻
四
「
七
夕
」
で
は
、「
摩
喝
楽
」・「
摩
喉
羅
孩
女
」
と
表
記
さ
れ
る
。
も
と
は
梵
語
のm

ahoraga

と
い
う
神
で
人
身
蛇
頭
で
あ
っ
た
が
、

中
国
で
は
眉
目
秀
麗
な
男
児
の
像
と
な
っ
た
と
い
う
（『
東
京
夢
華
録
』
巻
八
「
七
夕
」
参
照
）。

*15　

中
元
節
―
道
教
で
正
月
十
五
日
を
上
元
、
七
月
十
五
日
を
中
元
、
十
月
十
五
日
を
下
元
と
す
る
。
唐
代
の
『
芸
文
類
聚
』
巻
四
に
引
く
『
道
経
』

に
は
、「
七
月
十
五
日
の
中
元
の
日
、
地
官
校
勾
し
て
、
人
間
を
捜
選
し
、
善
悪
を
分
別
す
」
と
あ
る
。
一
方
、
経
の
読
誦
に
よ
り
餓
鬼
が
衆
苦

を
免
れ
る
と
、
仏
教
の
盂
蘭
盆
会
と
類
似
し
た
説
も
記
し
て
い
る
。
よ
っ
て
道
教
に
お
い
て
も
、
祖
先
を
供
養
す
る
祭
が
、
仏
教
の
盂
蘭
盆
と
は

別
に
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
郡ム
エ
ン
ホ
ウ
カ
イ

厲
邑
厲
壇
―
『
東
京
夢
華
録
』
巻
八
「
中
元
節
」
に
「
無
縁
仏
済
度
の
法
事
が
と
り
行
わ
れ
る
」
と
あ
り
、

『
清
嘉
録
』「
七
月
半
」（
七
月
十
五
日
）
の
項
に
、「
官
府
は
こ
の
日
に
も
郡
厲
壇
で
祭
を
営
み
云
々
」
と
あ
り
、
官
祭
と
し
て
無
縁
の
亡
魂
が
祭

ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
法
会
は
明
代
に
は
清
明
節
・
中
元
節
・
十
月
朔
の
三
回
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
傍
訓
の
「
ム
エ
ン
ホ
ウ
カ

イ
」
は
、「
無
縁
法
界
」
で
あ
ろ
う
。
張
伯
雨
―
一
二
七
七
～
一
三
四
八
。
元
代
の
人
。
張
雨
、
字
は
伯
雨
、
銭
塘
の
人
。
二
十
歳
頃
か
ら
家
を

捨
て
て
名
山
に
遊
び
、
三
十
歳
で
茅
山
に
入
り
、
道
士
と
な
る
。
六
十
歳
の
時
、
道
服
を
捨
て
、
儒
者
と
な
り
、
江
浙
一
帯
を
周
遊
し
て
各
地
の

文
人
と
詩
文
の
や
り
と
り
を
し
た
。
倪
瓚
は
そ
の
詩
文
書
画
を
本
朝
道
品
第
一
と
高
く
評
価
し
た
。
秋
屏
閣
―
原
文
「
秋
屏
」。
唐
代
よ
り
南
昌

府
の
徳
勝
門
外
に
所
在
し
た
北
蘭
寺
の
秋
屏
閣
の
こ
と
か
（『
西
江
志
』
巻
一
一
一
）。
唐
宋
よ
り
詩
中
に
詠
み
込
ま
れ
る
の
が
散
見
さ
れ
る
。
牛

渚
―
南
京
の
南
に
あ
る
淵
の
名
と
い
う
。
晋
の
袁
宏
が
月
夜
に
舟
を
牛
渚
に
浮
か
べ
て
詩
を
吟
じ
、謝
尚
と
会
し
て
大
い
に
名
声
を
博
し
た
故
事

が
あ
る
（『
晋
書
』
袁
宏
伝
、『
蒙
求
』
袁
宏
泊
渚
）。
劉
邦
彦
―
銭
塘
の
人
で
賓
山
と
号
す
。
詩
書
を
よ
く
し
、
成
化
年
間
に
隠
居
し
て
仕
え
ず
、

湖
山
に
遊
ん
だ
と
い
う
。
西
湖
に
ま
つ
わ
る
詩
を
多
く
詠
ん
で
い
る
（『
西
湖
遊
覧
志
余
』
巻
一
三
、
二
四
七
頁
）。
潘
妃
―
南
朝
斉
の
東
昏
侯
の
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一
九

妃
。
神
仙
・
永
寿
・
玉
寿
の
三
殿
を
造
り
奢
侈
を
極
め
た
。

*16　

中
秋
―
二
月
十
五
日
の
花
朝
節
に
対
す
る
の
が
八
月
十
五
日
の
中
秋
節
で
、
唐
代
以
後
両
方
を
あ
わ
せ
て
「
花
朝
月
夕
」
と
い
う
言
葉
が
生
ま

れ
た
と
い
う
。
民
間
で
は
月
餅
を
互
い
に
贈
り
…
―
『
東
京
夢
華
録
』
巻
八
「
中
秋
」
や
『
夢
粱
録
』
巻
四
「
中
秋
」
に
は
月
餅
の
贈
答
は
記
さ

れ
て
い
な
い
が
、『
清
嘉
録
』
巻
八
「
月
餅
」
に
は
そ
れ
が
記
さ
れ
て
い
る
。
中
秋
に
月
餅
を
贈
答
し
あ
う
こ
と
は
元
明
代
以
降
の
習
俗
で
あ
ろ

う
。

*17　

観
潮
―
銭
塘
江
の
満
潮
時
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
逆
流
を
楽
し
む
行
事
。『
武
林
旧
事
』
巻
三
「
観
潮
」・『
夢
粱
録
』
巻
四
「
観
潮
」
参
照
。
瞿

宗
吉
―
一
三
四
七
～
一
四
三
三
。
瞿
佑
、
字
は
宗
吉
、
銭
塘
の
人
。『
剪
灯
新
話
』
等
の
著
書
多
数
。
秋
吉
久
紀
夫
氏
「
明
代
初
期
の
文
人
瞿
佑

考
」
参
照
。
海
鮮
橋
―
宋
代
の
宮
城
の
内
に
あ
り
、
そ
の
石
に
魚
や
蝦
・
花
草
な
ど
の
形
が
あ
っ
た
と
い
う
（『
明
一
統
志
』
巻
三
八
）。
司
封
祠

―
未
詳
。

*18　

重
陽
九
月
九
日
―
元
来
、
三
月
上
巳
と
対
に
な
っ
た
厄
払
い
の
節
日
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
九
が
重
ね
る
嘉
日
と
し
て
の
観
念
が
強
ま
っ
た
と

い
う
（『
清
嘉
録
』
巻
九
「
重
陽
信
」
注
）。
萸
を
（
盃
に
）
浮
か
べ
る
―
「
萸
」
は
「
茱
萸
」
の
こ
と
で
、
ミ
カ
ン
科
の
小
高
木
ゴ
シ
ュ
ユ
。
赤

い
小
粒
の
実
に
異
臭
が
あ
り
、
厄
よ
け
に
結
び
つ
く
と
い
う
（『
続
斉
諧
記
』
汝
南
桓
景
伝
、『
歳
時
広
記
』
巻
三
四
等
）。

*19　

霜
降
―
旧
暦
九
月
の
中
（
ち
ゅ
う
）。
太
陽
暦
の
十
月
二
十
三
日
～
二
十
四
日
に
あ
た
る
。
旗ヲ
ハ
タ纛
の
神
―
『
清
嘉
録
』
巻
九
「
旗
纛
信
爆
」
に

よ
れ
ば
、
こ
れ
は
軍
旗
の
神
を
祭
る
儀
礼
で
、
霜
降
の
日
に
兵
器
を
連
ね
た
行
列
が
銅
鑼
や
太
鼓
に
先
導
さ
れ
て
、
練
兵
場
に
あ
る
旗き
と
う纛
廟
に
参

上
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

*20　

掃ハ
カ
ノ
ソ
ウ
シ

松
澆
墓
―
我
が
国
の
春
秋
の
彼
岸
行
事
と
同
様
に
、中
国
で
は
清
明
節
と
十
月
一
日
に
墓
参
を
行
う
。
杭
州
に
お
け
る
十
月
の
墓
参
に
つ
い

て
は
、『
夢
粱
録
』
巻
六
「
十
月
」、『
清
嘉
録
』
巻
十
「
十
月
朝
」
に
も
あ
る
。
臈
八
粥
―
本
文
は
「
臈
八
」
で
あ
る
が
、「
臘
八
」
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。
臘
八
と
は
臘
月
八
日
、
つ
ま
り
、
十
二
月
八
日
を
い
い
、
こ
の
日
は
釈
迦
が
悟
り
を
開
い
た
日
と
し
て
、
仏
寺
で
は
成
道
会
を
開
く
。
そ

こ
で
供
さ
れ
る
の
が
臘
八
粥
で
あ
る
。
本
文
が
、十
月
八
日
に
食
す
る
粥
を
臘
八
粥
と
称
す
る
の
は
不
審
。
十
月
十
五
日
は
下
元
節
で
あ
る
…
―

下
元
節
に
厄
払
い
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
夢
粱
録
』
巻
六
「
立
冬
」
に
も
あ
る
。
金ニ
ン
ト
ウ銀
花
―
振
仮
名
「
ニ
ン
ト
ウ
」
は
忍
冬
、
す
な
わ
ち

ス
イ
カ
ズ
ラ
の
こ
と
で
、
こ
れ
を
薬
用
酒
と
し
た
も
の
が
忍
冬
酒
で
あ
る
。

*21　

ま
っ
た
く
元
日
の
儀
礼
の
よ
う
で
あ
る
―
冬
至
の
日
を
正
月
と
同
様
に
、
盛
大
に
慶
祝
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
東
京
夢
華
録
』
巻
十
「
冬

至
」・『
夢
粱
録
』
巻
十
一
「
冬
至
大
如
年
」
に
見
え
る
。
肥コ
ヘ
タ
ト
ウ
ジ冬
・
痩
ヤ
セ
タ
シ
ヤ
ウ
ク
ワ
ツ
年
―
こ
れ
は
北
宋
時
代
か
ら
見
ら
れ
る
俗
諺
で
、
冬
至
を
盛
大
に
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二
〇

祝
う
た
め
、
元
日
の
儀
礼
が
粗
末
に
な
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
履
長
―
冬
至
の
こ
と
で
あ
る
。

*22　

民
間
で
は
灶

か
ま
ど

を
お
祀
り
す
る
―
十
二
月
二
十
四
日
に
竃
を
祀
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
東
京
夢
華
録
』
巻
十
「
十
二
月
」・『
夢
粱
録
』
巻
六

「
十
二
月
」・『
清
嘉
録
』
巻
十
二
「
念
四
夜
送
竃
」
に
見
え
る
。
仙カ
ウ
セ
ン朮
湯
―
仙
朮
は
薬
草
お
け
ら
の
こ
と
。
キ
ク
科
の
多
年
草
。
根
は
健
胃
薬
。

正
月
用
の
屠
蘇
散
と
し
、
ま
た
蚊
遣
り
に
用
い
る
。

*23　

籸し
ん

盆ぼ
ん

―
杭
州
に
お
い
て
大
晦
日
に
松
明
を
燃
や
す
行
事
の
壮
観
に
つ
い
て
は
、
高
濂
著
『
四
時
幽
賞
』
に
活
写
さ
れ
て
い
る
（
拙
訳
参
照
、「
松

盆
」
と
称
さ
れ
る
）。
た
だ
し
、『
清
嘉
録
』
巻
十
二
「
焼
松
盆
」
に
も
同
様
の
行
事
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
杭
州
独
自
の
行
事
で

は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
そ
の
訳
注
に
よ
れ
ば
、
こ
の
行
事
の
意
図
は
、「
火
の
力
に
よ
っ
て
陽
気
を
導
き
春
暖
を
起
さ
ん
と
す
る
も
の
」

で
、
す
で
に
五
代
の
『
四
時
纂
要
』
に
見
ら
れ
る
と
い
う
。
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